
仕 様 書 

 

１ 業務名 

新型コロナウイルス感染症患者搬送運転・調整業務（以下「本業務」という。） 

 

２ 委託期間 

令和５年４月１日から令和５年５月７日まで（土日祝を含む。） 

 

３ 履行日時及び場所 

（１）日時 

本市が指定する日時 

（２）場所 

本市が指定する場所 

 

４ 本業務の内容 

（１）搬送業務 

新型コロナウイルス感染症患者及び新型コロナウイルス陽性疑い者（以下「患者等」

という。）を本市の車両を使って指定の場所へ搬送する。 

なお、搬送の経路は千葉市保健所を出発地として本市が指定する経路を回って千葉市

保健所に戻るものとし、想定される主な搬送経路は次のとおりである。 

ア 新型コロナウイルス感染症陽性疑い者の自宅と検体採取を行う医療機関との間の

往復 

イ 新型コロナウイルス感染症患者の自宅から入院する医療機関 

ウ 医療機関から新型コロナウイルス感染症患者の滞在先となるホテル 

（２）調整業務 

千葉市保健所感染症対策課新型コロナウイルス対策室に常駐し、前項の搬送業務の指

示及び別途本市が指定する介護タクシー事業者との搬送調整を行う。 

（３）付帯業務 

患者等の搬送に伴い必要となる以下の付帯業務を行う。 

ア 患者等の介助 

イ 運行前の車両の検査 

ウ 患者等搬送後の車両の消毒 

エ 給油等の軽微なメンテナンス 

オ 搬送実績の記録 

（３）車両数 

感染予防対策を講じた６台とする。 

（４）その他 

ア 患者等は自力歩行が可能な者とする。 



イ 搬送の合間等を活用し、本市の指示で以下の業務を行うこと。 

・自宅療養者の安否確認 

・酸素濃縮器の運搬及び返却後の処理 

・パルスオキシメーターの消毒等の軽作業 

ウ 上記の他、搬送業務を実施するに当たり本市が必要と認めた業務を行うこと。 

 

５ 本業務の従事者 

（１）１日あたりの従事者数 

  ア 搬送担当 

（ア）月曜日から土曜日 

６人とする。 

（イ）日曜日及び祝日 

２人とする。ただし、患者数が増加した際は、本市の指示に応じて最大６人まで

増やすことができること。 

  イ 調整担当 

１人とする。 

（２）救急救命士の配置 

救急救命士の資格を有する者を２人以上配置すること。 

（３）従事者リストの提出 

本業務の従事者について書面により届け出ること。 

（４）契約期間内の人員 

原則、委託期間を通じて固定された人員で業務を運用すること。やむを得ない理由に

より従事者を変更するときは、都度本市の許可を受けること。 

（５）従事者の変更 

本市が本業務の従事者として適当でないと判断したときは、従事者の変更に応じるこ

と。 

 

６ 本業務の対応時間等 

（１）対応時間 

午前９時から午後５時まで。ただし、これ以外の時間についても、本市の指示を受け

たときは本業務に従事すること。なお、勤務時間が８時間を超えた場合の割増賃金につ

いては、労働基準法に定めるとおりとする。 

（２）休憩時間 

休憩は搬送業務に従事していない時間に交代で取ること。 

（３）早朝又は深夜の対応 

本市の車両を直ちに運転できない時間に本市から対応の指示があったときは、上記「４ 

本業務の内容」に関わらず、受注者が患者搬送用の車両を用意して対応すること。 

 



 

７ 付保 

（１）任意保険の加入 

本市が指定する車両６台を使用するに当たり、次の補償が受けられる任意保険に加入

すること。なお、当該補償内容については、本市職員が使用した場合にも適用できるも

のとする。 

ア 車両時価相当額 

イ 対人賠償無制限 

ウ 対物賠償無制限 

エ 搭乗者傷害 1人当たり１億円 

（２）保険証書の写しの提出 

保険加入後速やかに保険証書の写しを本市へ提出すること。 

（３）保険料の負担 

（１）の保険料は本市が負担する。 

（４）受注者が用意する患者搬送用車両の保険 

受注者が用意する患者搬送用車両についても、（１）と同様の条件の任意保険に加入し

保険証書の写しを提出すること。ただし、その保険料については受注者の負担とする。 

 

８ 業務中の事故への対応 

（１）万一、事故が発生したときは、直ちに本市に連絡すること。 

（２）事故への対応は、受託者が一切の責任を負って行うこととし、必要に応じて本市と協

議すること。 

 

９ 契約方法 

単価契約とする。 

 

１０ 支払条件 

（１）毎月末日までの実施分について、翌月１０日までに請求すること。 

（２）本市は請求があった日から３０日以内に委託料の支払を行う。 

（３）超過時間については、担当ごとに１か月分の超過時間を集計して３０分単位で請求す

ることとし、３０分未満のものについては切り捨てとする。 

 

１１ 守秘義務 

受注者は業務上知り得た秘密を漏らしてはならない。本業務が終了した後も同様とす

る。特に、個人情報の取扱いについては、千葉市個人情報保護条例等の規定を遵守し、

十分注意すること。 

 

１２ その他 



（１）受注者は、関係法令を遵守し、信義誠実をもって業務を遂行するとともに、安全の

確保に努めること。 

（２）患者等の自宅付近で駐車場を使用する必要が生じた場合は、発注者が当該駐車料金

を支払う。この場合において、受注者は、月毎の委託料の請求時にその月に支払った

駐車料金の領収書を添えて請求するものとする。 

（３）患者等の搬送をする際に、やむを得ず高速有料道路を使用する必要が生じた場合は、

発注者が当該高速有料道路料金を支払う。この場合において、受注者は、月毎の委託

料の請求時にその月に支払った高速有料道路料金の領収書を添えて請求するものと

する。 

（４）本市の患者搬送用の車両が不足したときは、患者搬送用の車両を１台以上用意する

こと。 

（５）感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１

４号）の改正等により、本市における新型コロナウイルス感染症対策に変更が生じ、

本件業務委託が不要になった場合は契約を解除する。なお、契約の解除に当たっては、

解除日の３０日以上前に本市から受注者へその旨を通知することとする。 

（６）本仕様書に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、本市と協議の上、決定するも

のとする。 

 

 


